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最も重要なのではないだろうか。そこで、本論文は第 1 番 Op.12-1、第 4 番 Op.23、第 6
番 Op.30-1 の 3 曲を分析し、ピアノとヴァイオリンのアンサンブルのスタイルがどう変化
していったのかを明らかにする。 
第 1 章は、3 つの曲の選択理由を明らかにしている。ベートーヴェンのヴァイオリンソ
ナタには、第 1 番から第 8 番まで、初版の表紙に「ヴァイオリン助奏付きのピアノソナタ」
との言葉が記されていた。それゆえ、ここまでを大きなまとまりと考えることができる。
この内部を、さらに作品番号をもとにグルーピングすることにより、Op.12、Op.23 と Op24、
Op.30 という 3 つのグループに分けることができる。本論文が選択した、第 1 番、第 4 番、
第 6 番は、これら 3 つのグループの、それぞれの頭に位置するヴァイオリンソナタである。 
第 2 章は、これらの 3 曲から見出された 7 種類のアンサンブルのスタイルを、典型的な
箇所の譜例と共に解説する。 
第 3 章は、第 2 章で示した 7 つのアンサンブルのスタイルについて、該当小節を全て挙
げ、それらの分布について表を用いて整理する。その後、実際に第 1 番、第 4 番、第 6 番
で見られた変化について記述する。 
これはベートーヴェンのヴァイオリンソナタ 10 曲の中の 3 曲から生まれた暫定的な考
察であるが、今後全曲にわたり検証することで、更に詳しくアンサンブルのスタイルにつ
いて研究を進めていきたい。 
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A study of Beethoven’s violin sonatas 







Previous studies of Beethoven’s violin sonatas have mainly focused on their structural 
aspects while leaving aside the important issue of the development of their ensemble 
style. This study aims to examine this important aspect through the analysis of three 
of Beethoven’s violin sonatas, namely Op. 12 No. 1, Op. 23, and Op. 30 No. 1. 
 
 The first chapter outlines the reasons for selecting these three sonatas. A cover of the 
first edition of Beethoven’s violin sonatas (Nos. 1–8) describes them as “Piano sonatas 
with violin obbligato.” Based on the opus number, these sonatas are divided into three 
groups. The first work of each group is analyzed. The second chapter describes seven 
kinds of ensemble styles observed in these three sonatas, providing a typical example 
of each style. The third chapter presents, with regard to the seven ensemble styles 
illustrated, a measure of the outside indicated by examples, and the results are 
distributed in a table. The current conclusions of the study are based on only three of 
Beethoven’s ten violin sonatas, but illustrating the changes in ensemble style enhances 
our understanding of these works. In future, the development of musical instruments 
and of other genres should also be studied with regard to these sonatas. 
  












本論文は、ルードヴィヒ・ヴァン・ベートーヴェン Ludwig van Beethoven（1770－
1827）の全 10 曲のヴァイオリンソナタから、第 1 番、第 4 番、第 6 番を分析し、ヴァイ
オリンとピアノのアンサンブルのスタイルがどう変化していったのかを明らかにすること
を目的としている。 
ベートーヴェンのヴァイオリンソナタは 1812 年に作曲された第 10 番を除き、1797 年
から 1803 年の 7 年間に集中的に作曲されている。これはベートーヴェンがピアノ協奏曲
第 1 番 Op.15（1793－1800）、ピアノ協奏曲第 2 番 Op.19（1786－98）ピアノ協奏曲第 3
番 Op.37（1796－1803）、弦楽四重奏曲 Op.18（1798－1800）、交響曲第 1 番 Op.21（1799













また、近年の注目すべき成果としては、Lewis Lockwood と Mark Kroll が編集した、













 本論文は以下の構成をとる。まず第 1 章では、ベートーヴェンのヴァイオリンソナタの
全体像を確認しつつ、それらがこれまでどう位置づけられてきたかを整理した上で、本論
文が第 1 番、第 4 番、第 6 番を分析の対象とする理由を述べる。第 2 章では、実際に見ら
れた 7 種類のアンサンブルのスタイルにおいて、典型的な箇所の譜例と共に、これらの特
徴を解説する。そして第 3 章では、第 2 章で示したアンサンブルのスタイルの分類に基づ







（表 1 ベートーヴェン ヴァイオリンソナタ 全体の構成） 













Allegro con brio 
ソナタ形式 (D:226) 
Tema con Variazioni 




















Allegro con spirit 
ソナタ形式(Es:173) 





































































Tempo di Minuetto 




































ベートーヴェンのヴァイオリンソナタは第 1 番 Op.12-1 から第 9 番 Op.47 までが 1797 年
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から 1803 年の 7 年間に集中して作曲され、約 10 年の時間を経て第 10 番 Op.96 が 1812
年に作曲されたことが再確認できる。 (1) 
また、全 10 曲中 7 曲が (2)長調で書かれており、その中の 5 曲がシャープ系であること




Kinsky=Halm の Das Werk Beethovens: thematisch-bibliographisches Verzeichnis 
seiner sämtlichen vollendeten Kompositionen（1983）が明らかにしている、重要な事実
に触れておきたい。同書によれば、第 8 番までのヴァイオリンソナタは、初版の表紙に
「SONATA Per il o Clavicembalo o Forte-Piano con un Violino」（つまり、ヴァイオリ
ンを伴う、クラヴィチェンバロまたはフォルテピアノのためのソナタ）とイタリア語で、
もしくは「SONATE pour le Pianoforte avec l’Accompagnement d’un Violon」（つまり、
ヴァイオリン助奏つきの、ピアノフォルテのためのソナタ）とフランス語で記されていた
（Kinsky＝Halm 1983: 28 75）。それに対して第 9 番の表紙には「SONATA per il 
Pian[o]-forte ed un Violino obligato, scritta in uno stilo moltoconcertante, quasi come 
d’un concerto.」(つまり、ほとんど協奏曲のように、極めて協奏的に作られたピアノフォ
ルテとヴァイオリン助奏つきのソナタ)とイタリア語で（Kinsy＝Halm 1983:111）、第 10
番の表紙には「SONATE für Piano＝Forte und Violin.」(つまり、ピアノフォルテとヴァ
イオリンのためのソナタ)とドイツ語で（Kinsky＝Halm 1983: 270）記されている。この
ように第 8 番までに共通の呼称が与えられているということは、全 10 曲のヴァイオリン







つきのソナタ」と呼び直された第 9 番を別にして、第 1 番から第 8 番までを大きなまとま
りと考えることには、一定の妥当性があると考えられる。 
さらに進んで、この第 1 番から第 8 番までの内部は、どのようにグルーピングすること
が適当であろうか。このとき、もっともわかりやすい指標となるのは、作品番号である。 
それに従えば、Op.12 の 3 曲、Op.23 と Op.24 の 1 曲ずつ、そして Op.30 の 3 曲という、
4 つのグループに分けることができる。 
しかし、Kinsky=Halm によれば、Op.23 と Op.24 は初版では 2 曲のソナタとして出版
されたが、その後何らかの経緯によって 1802 年頃に Op.23 と Op.24 に分かれた
（Kinsky=Halm,1983）とされている。 
以上を総合すると、次のように言える。つまり、ベートーヴェンのヴァイオリンソナタ
は第 1 番から第 8 番までが大きなまとまりをなし、その内部は、Op.12、Op.23 と Op.24、
Op.30 と 3 つのグループに分かれる。（表 1 の赤線参照） 
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ここからは、第 1 章で選択した第 1 番、第 4 番、第 6 番の 3 曲を、ピアノとヴァイオリ
ンのアンサンブルのスタイルの変化という観点から見ていく。結論を一部、先取りするこ














 (譜例 2 ヴァイオリンソナタ第 1 番 第 1 楽章 第 27-32 小節) 
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(譜例 3 ヴァイオリンソナタ第 1 番 第 2 楽章 第 109-110 小節)
 
 






アンサンブルのスタイル。(譜例 5、譜例 6) 
 
（譜例 5 ヴァイオリンソナタ第 1 番 第 3 楽章 第 127-134 小節） 
 
 
（譜例 6 ヴァイオリンソナタ第 6 番 第 3 楽章 第 97-104 小節） 
 
 





違うパート同士で交互に同じ音型を繰り返すアンサンブルのスタイル。(譜例 7、譜例 8) 









の旋律とするアンサンブルのスタイル。（譜例 9、譜例 10） 
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 主旋律に対し、その他のパートがバス、または和声となっている。（譜例 12） 







 このように、ベートーヴェンのヴァイオリンソナタ第 1 番、第 4 番、第 6 番では、7 つ
のアンサンブルのスタイルが見られた。ここからは、まず第 2 章で示した 7 つのアンサン
ブルのスタイルについて、1）該当小節を全て挙げ、それらの分布について 2）表を用いて
整理したい。その後、実際に第 1 番、第 4 番、第 6 番で見られたアンサンブルのスタイル
について記述していきたい。 





1．ヴァイオリン、ピアノ両楽器によるユニゾン (小節の単位については m.で省略) 
第 1 番 第 1 楽章 m.1-4、m.41、m.138-141、m.166 
第 1 番 第 3 楽章  m.76 
第 4 番 第 1 楽章 m.13-14、m.17-18、m.20-21、m.118-119、m.245 
 




第１番 第２楽章 m.71-72、m.79-80、m.87-88、m.95-96、m.102-103、m.121-124 
第１番 第３楽章  m.92、m.196-200、m.225-228 
第４番 第１楽章 m.50-53、m.164-165、m.166-167、m.222-223、m.224 
第４番 第２楽章 m.9-16、m.25-29、m.81-87、m.201-207 
第４番 第３楽章 m.21-28、m.29-32、m.33-36、m.249-260、m.303 
第６番 第１楽章 m.22-26、m.27-31、m.81-82、m.171-176、m.177-180 
第６番 第２楽章 m.8、m.34、m.43-44、m.71、m.101 
 
3．対旋律 































第１番 第２楽章 m.125-131 
第１番 第３楽章 m.201-208、m.217-224 
第４番 第１楽章 m.76-83、m.92-108、m.110-117 
第４番 第２楽章 m.56-57、m.103-111、m.112-123、m.176-177、m.180-182 
第４番 第３楽章 m.49-53、m.74-81、m.82-89、m.90-93、m.178-185、m.186-203、
m.268-275、m.284-300、m.324-328 
第 6 番 第 1 楽章 m.59-68、m.77-79、m.83-87、m.130-137、m.181-186、m.216-221、
m.230-231 
第 6 番 第 2 楽章 m.101-105 
第 6 番 第 3 楽章 m.130-137、m.146-147、m.228-233 
 
5．ひとつのフレーズの途中で主旋律を違う楽器に受け渡す 
第 1 番 第 1 楽章 m.43-50、m.51-57、m.168-175、m.176-182 
第 1 番 第 3 楽章 m.17-24、m.135-142、m.209-212、m.213-216 
第 6 番 第 1 楽章 m.1-7、m.8-18 
第 6 番 第 3 楽章 m.33-36、m.37-40、m.81-84、m.85-89、m.89-92、m.93-96 
 
6．各パートが独立 
第 4 番 第 1 楽章 m.5-12、m.30-45、m.46-49、m.54-61、m.152-163、m.168-171、
m.172-175、m.182-197、m.198-213、m.224-243 
第 4 番 第 2 楽章 m.33-51、m.69-70、m.92-95、m.96-102、m.155-171 
第 4 番 第 3 楽章 m.1-8、m.54-61、m.94-101、m.204-211、m.304-311 
第 6 番 第 1 楽章 m.1-7、m.8-18、m.88-93、m.102-113、m.150-156、m.157-167 
第 6 番 第 3 楽章 m.50-56、m.105-112、m121-126、m.152-159、m.220-237 
 
7．主旋律＋伴奏型 
第 1 番 第 1 楽章 m.71-78、m.91-92、m.126-137、m.216-218 
第 1 番 第 2 楽章 m.1-8、m.17-24、m.29-32、m.33-34、m.49-59、m.61-64、m.65、
m.67、m.69-70、m.73、m.75、m.77-78、m.81、m.83、m.89、m.91、m.136-137 
第 1 番 第 3 楽章 m.1-16、m.37-38、m.44-51、m.52-63、m.71-75、m.77-91、m.119-126、
m.155-156、m.162-167、m.178-185、m.229-230 
第 4 番 第 1 楽章 m.1-4、m.15-16、m.19-20、m.84-91、m.136-151、m.246-252 
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第 4 番 第２楽章 m.1-8、m.52-55、m.58-59、m.65、m.67-68、m.71、m.75、m.88-91、
m.172-175、m.178-179、m.185、m.188、m.191、m.195 
第 4 番 第 3 楽章 m.9-12、m.62-65、m.102-105、m.114-121、m.130-137、m.212-215、
m.224-230、m.247-248、m.276-283 
第 6 番 第 1 楽章 m.19-21、m.32-37、m.42-58、m.69-72、m.94-101、m.119-149、
m.168-170、m.187-190、m.195-215、m.222-229、m.247 
第 6 番 第 2 楽章 m.1-4、m.16-23、m.27-30、m.44-47、m.52-56、m.60-63、m.64-67、
m.80-83、m.92-96、m.99-100 
第 6 番 第 3 楽章 m.49、m.57-64、m.127-129、m.160-167、m.176-184、m.220-221 
 








(表 2 ヴァイオリンソナタ第１番、第 4 番、第 6 番におけるアンサンブルのスタイルの分布) 
  



































４８ ２０ １０ １１ ２７ ２９ ２２ ６ 
 
（２１） （１５） （４） （４） （１３） （９） （９） （６） 
 
3 対旋律 
５６ ６８ ９９ ８７ １０４ １８３ ７２ ５５ １６４ 
（２５） （５０） （４３） （３５） （５０） （５５） （２９） （５２） （６９） 
4 かけ合い 
６７ ７ １６ ３３ ２８ ８１ ４０ ５ １６ 






３０ ８ ２３ 




（１３） （６） （１０） 




6 各パートが独立    
１０８ ４９ ４０ ５４ 
 
４８ 
   




２５ ５１ ８４ ３９ ３４ ４９ １０６ ４５ ３１ 
（１１） （３７） （３７） （１５） （１６） （１５） （４３） （４３） （１３） 
上記 7つのスタイルを
合わせた小節数 
２３６ １５４ ２３３ ２８７ ２４２ ３８２ ３１２ １１１ ２８４ 
全体の小節数 ２２６ １３７ ２３０ ２５２ ２０７ ３３２ ２４９ １０５ ２３７ 
重複する小節数    
(%) 
１０ １７ ３ ３５ ３５ ３０ ６３ ６ ４７ 
（４） （１２） （１） （１４） （１７） （９） （２５） （６） （２０） 








を取り上げても、第 1 番第 1 楽章の 21％、第 4 番第 2 楽章の 13％、第 6 番第 1 楽章の 9％
というように、曲中に占める割合が少しずつ減ってきている。 
一方で、増えてきているものは 6）各パートが独立するアンサンブルのスタイルである。
このスタイルは第 1 番では全く見られなかったのに対し、第 4 番第 1 楽章では 3）対旋律
(35％)を上回る 43％の割合で現れ、第 6 番でも第 1 楽章では 22％、第 3 楽章では 20％と、
それぞれ 3）対旋律に次ぐ割合の多さを持っている。 
そして、1）ヴァイオリン、ピアノ両楽器によるユニゾンは第 6 番で全くみられなくな
り、5）ひとつのフレーズの途中で主旋律を違う楽器に受け渡すスタイルは第 1 番と第 6
番でのみ、見られたスタイルであった。 




いる小節は第 1 楽章に 10 小節、第 3 楽章に 3 小節あるにとどまっているが、第 4 番にお
いて最も多く重複している第 2 楽章では 35 小節(17％)、第 6 番において最も多く重複し
ている第 1 楽章では 63 小節で、楽章の 25％を占めている。複数のアンサンブルのスタイ
ルを同時に用いるということは、アンサンブルの様態がより複雑になっているということ
である。 






(1) 約 10 年もの間には、当然楽器そのものにも目覚ましい発展があったと思われる。それ
については、今後の研究課題としたい。 
(2) 第９番 Op.47 は A dur とされているが、第 1 楽章の主部が a moll であることから、本論
文では a moll とする。 
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